特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース13年9月12日　477号

●「遊びカヌーの発祥の地」記念碑　除幕式　8日　笠置町長始め100人の出席で大盛況　
笠置町は京都府下で人口が最も少ない町ですが、日本史では大切な役割を果たした歴史の町です。そして中心を流れる木津川と三重県との大動脈である国道163号線が通る町でもあります。この木津川は戦後ここで髙木さんと藤田さんによってカヌーの改良が行われ、全国に普及が図られました。これを記念して、里山の会の「親子花見乗船体験」への藤田カヌーさんの協力が縁で「遊びカヌーの発祥の地」記念碑建立への輪が大きくなり実現にこぎつけることができました。
日本のカヌー普及協会会長（藤田カヌー会長）藤田清氏　開会の挨拶　「高木公三郎先生との出会いがあって全国におともしてカヌーの面白さを体験させていただいたことがきっかけでした」と挨拶がありました。テープカットにはやましろ里山の会副理事長の播川司氏、琵琶湖淀川流域圏連携交流会の丸井昌子氏、笠置町長松本勇氏、笠置町商工会長松井克夫氏、国土交通省近畿地方整備局宮井達也氏に行っていただきました。続く除幕は、笠置町観光協会長森本喜代美氏、藤田カヌー社長藤田亮氏、髙木不折名古屋大学名誉教授、河川レンジャー山田信人氏、やましろ里山の会副理事長の大村幸正氏、カヌー普及協会会長の藤田清氏にお願いしました。乾杯の音頭は笠置町町議会議長の西岡氏にお願いしました。そして太鼓演奏を南山城村の築原靖子さん一行にお世話になりました。祝電は、八幡市長、城陽市長、京田辺市長、精華町長、和束町長、南山城村長からいただきました。そして記念碑製作と建立に当たっていただきました宇治市の庵（いおり）石材店の庵忍氏とデザインを担当いただいた京都造形芸術大学3年生の鴨田大氏に感謝状が送られました。閉会の挨拶はやましろ里山の会会長の深田三郎氏が行って式典が納められました。
●この日は朝から雨が降り続き、里山の会員さんは8時に集合して前夜から準備してきたテントに溜まった水抜き等に力を発揮いただきました。めいめいの皆さんは何としても雨がやんでほしいと願っていただいたことが通じたのか式典が始まる10時15分には小雨になり、ほどなく止んでくれました。天が味方してくれるとはこのことだと思いました。
●わざわざ名古屋からお越し頂き記念講演をお願いしました髙木不折先生（名古屋大学名誉教授）は、1936年ベルリンオリンピックの視察された髙木公三郎氏（京都大学教授）の次男で、「父はやりたいことを一直線に歩んだ人でした」と紹介があり、「このような立派な石碑で評価頂くということをどのように喜んでいるのでしょうか」と感謝の言葉で結ばれました。
●木津川カヌーの日　4日間で笠置から大阪まで下る　「1450万人水のえん」　式典が終わって本日のセカンドイベントは37人（32艇）による木津川の川下りです。当日の川の流れは平日より50ｃｍほど高くなっていて川くだりには最適な状況と判断して、曇り空の下、元気にスタートしました。この日の参加者は32艇で13時にスタート　16時24分泉大橋にゴールしました。全員無事でした、全コースで最もスリリングな場面がありましたが無難に乗り切れました。
●二日目（14日）は午前10時　泉大橋スタートします。　12時ごろ昼食休憩は山城大橋です、ゴール：八幡市流れ橋（上津屋流れ橋）到着予定は16時ごろです。
　
●14日17：00より四季彩館で「活動交流会」を開催します　カヌー下りの取り組み等のこれからを話し合います。お互いの活動紹介を通じて交流を図ります。大いに語り合いませんか。ご参加をお待ちしています。
●三日目（15日）は午前10時流れ橋スタート　12時ごろ昼食は三川合流御幸橋付近、16時ごろ枚方公園に到着。
●四日目（16日）は、午前9時30分枚方スタート　午後1時ごろ毛馬閘門前で昼食　2時ごろ毛馬閘門通過　15時ごろ桜ノ宮公園到着です。各沿川やポイントでの歓迎・激励の声掛けをいただければありがたいです。点野（しめの）と桜ノ宮などで応援するとの連絡をいただいています。
●里山農園　5日の朝から8名の出席で、秋冬の野菜の種蒔きを行いました。ダイコン、ショウゴインダイコン、ホウレンソウ、キクナ、カブ、ヒノナ、ミズナ、コカブで昨年と同じ8種類です、うまく雨も降ってくれて、元気に発芽が確認できています。少しずつ気温も低くなってきますので虫の発生も少なくなるころで、栽培しやすくなるようです。3ヶ月後には食卓に上げられるだろうと思います。
●イノシシの防御柵設置に御協力お願いします　
9月28日（土）午前10時里山農園又は普賢寺小学校前に集合ください。　約500ｍの柵の設置で、3人一組で20組を編成　ひと組の作業量は25ｍを受け持ちます　約2時間の簡単な作業で、どなたでも簡単に完成できます。一昨年は、収穫のころとなっていたサツマイモが完全に掘り返されました。今年は綿畑が襲撃されました。このように獣被害は少々のバッフアーゾーンでは防ぎきれないのではないかと思います。しっかりした防御柵の設置による直接的な装置の必要性を実感しました。皆様のご協力をお願いします。今回はこれまで設置した長さの3倍になります。ぜひ多くの方々の設置への御協力をお願い致します。
●炭焼き窯の雨天対策の着工予定（10月13日）　
2月の炭焼き体験では、前日の降雨によって炭焼き体験を中止・延期となり、期待されていた皆さんにご迷惑をおかけいたしました。雨天でも体験できるように屋根の設置を行います。6ｍ×10ｍの大きな屋根なので、かなり大掛かりになります。何よりもしっかりした柱の基礎が肝心です。お手伝いにお越しください。お待ちしています。
●木津川読本について　
第2回目の編集・執筆者会議を10月26日(土)ＰＭ５：００から行います。約60ペー氏を予定しています。各執筆者が責任分担の原稿の集約となります。現在予定されている読本の主な目次は、次の通りです。　➀木津川ってどんな川(暮らしと木津川。上流区域、中流区域、下流区域)、②木津川の砂州ってどんなところ(調査区域、昔の木津川、砂州が減っている?)、③砂州の地形(砂州が水を浄化する？)、④砂州の生き物(どんな植物があるかな？、カワラヨモギの生活史)、⑤底生動物（河底にすむ底生動物、砂州にも生物がいる)、⑥昆虫（どんな昆虫がいるのかな？、砂州に住む昆虫ーアリジゴク、環境の変化と昆虫）、⑦魚類(どんな魚がいるのかな？)、⑧鳥類（どんな鳥がいるのかな?、チドリの生活と砂州環境）、⑨両生類・爬虫類(どんな両生類・爬虫類がいるのかな？)、⑩木津川へ遊びに行こう、です。これに加えて花、石、すっぽん等10ペーシを追加する予定です。
●稲刈り体験　9月22日(日)午前10時　集合場所は、普賢寺小学校前です。今年の作柄はいかがでしょうか例年になく高温の夏でした、これがどのように影響してくるでしょうか、興味がありますね。特に気象の激しい変化が続きました。少し心配です。取り立ての新米のご飯を腹いっぱい振舞います。多くの方のご参加をお待ちしています。また御希望の方々には例年通り大変おいしい山田のお米を希望者にはお届けいたします。精米希望者には精米もさせていただきます。30ｋｇが一袋単位です。小分け希望者は申し出てください。御希望に応じようと思います。御近所御友人にお勧めをお願いします。昨年は一週間程度で完売となりました。お早めにご予約ください。
●バッタのオリンピック　9月23日(月)実りの秋の訪れとともに河原でも虫の季節が来ています。木津川でしか出会うことが難しいバッタと対面しませんか。東京オリンピック開催が決定して話題になっていますが、2年ごとに開催しているこの取組にぜひお越しください。お待ちしています。お問い合わせは090‐9985‐9915田中さんに尋ねてください。
９月植物観察会　９月13日（金）　　　JR関西線大河原駅　10時　

　
　　南山城村から笠置までハイキングロードを歩き、初秋の野生植物を観察します。

　　詳しくは　里山の会ホームページ　イベント情報をご覧ください

　　　　　大勢の皆さまのご参加をお待ちしています

